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序章
　学校教育は，大きく分けると学習指導と生徒指導の2本の柱から成り立つ。学習指導は学習
指導要領のもとで，各学校とも教育課程として設定している。しかしながら，生徒指導は特定
の時間としては設定されず，それゆえに指導の統一性や基本的な生活習慣の確立に向け，悪戦
苦闘する現実がある。そして，学習指導の効果的な展開は，生徒指導に大きく依拠している。
遅刻・欠席に象徴される怠学傾向の結果，大量の退学者を生み出す課題集中校の現実を，どこ
を切り込み点にして，変えて行くのかという命題を，退学生徒の減少と結果としての進路実績
の向上という二つの事例を通して考察したい。
　そして，退学生徒の減少と進路実績を通して，教師側の問題，生徒側の問題，そして，結果
的には高校がどのように変化していったのかを実践的例題として提示することを本稿の目的と
している。
1．　退学生徒増大の背景
　ここにあげる高校は，東京に隣接した都市部にある普通科と専門学科2科を設置する市立高
校である。設立は明治末ということから，地域の伝統校として知られていた。
　しかしながら，高校全入運動や戦後復興を背景に，1975年前後には高校への進学率が90％
を超え，高校が半ば義務教育化した時期から，時代の波に洗われ，長期低落傾向に歯止めがか
からず，その伝統が力となり得なかった学校の一つであった。
　その一つは退学生徒の増大であり，全国的には毎年10万人を超える生徒の退学は社会問題
化しており，この高校でも毎年100人前後の退学生徒を生み出していた。
　退学生徒の増大には幾つかの要因があるが，一つには，多くの高校が開設され，高校の序列
化が徹底したため，序列の下位の高校に課題集中校が多く存在し始めたことに起因する。その
結果，学習指導や生徒指導が困難をきわめた。
　学校側は，半ば義務教育化した高校教育の側面をなかなか理解できないまま，『学習指導』に
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関しては，全科目の『履修』『修得』の条件を前面に打ち出し，進級条件に満たないものを『原
級留置』とし，自主的な退学を指導した。
　『生徒指導』に関しては，その本来の目的が『学習指導』を円滑にするための，遅刻・欠席
の減少をはじめ，日常的な生活習慣の確立（校則厳守）に向けての，地道な努力のはずであった。
　しかしながら，授業妨害・暴力行為・喫煙・対教師暴言粗暴行為・近隣住民への迷惑等の対
応に追われ，教師個人としても膨大な負担の中で日々を送らざるを得なかった。
　他方，生徒の側にも入試というハードルを越えての感激の高校生活が，悪しき上級生の学校
生活への姿勢に同化していく。学校への求心力や帰属意識の低下が，それを更に助長する。
　また，家庭での教育力の低下やアルバイト等の容認は高校生活を野放図にし，必然的に学業
に悪い影響を与えていった。
　そのために本来の『生徒指導』が機能せず，授業における怠学傾向を持つ生徒に対して，『合
法的に』退学を指導していく方向に向かった。
　例えば『卒業と単位認定の規則』（1）の『進級・卒業』の項では，
1．　1年次ぱ二会禅∠7を覆疹乙，修擢乙なケノzぱ遊級できない。（1年次で融教淳〆こ∠｝えな
　　いとx’4anさノzる者ぱ欝拷導をデデラノ
2．　3年屑アノご二会霧㊨を覆修乙，疹得単倣の合勧が80」遡之以」をの孝ぱ季業を認諺超場ξる。
　また，『履修・修得』の『3．単位履修の認定上許容される欠席時間数を超えた者の取り扱い』
では，
θノ庫鹸修の認宕1誰容さノzる欠膀碓騒を，W2　／＝agtti：ついτ賦その娃点で遙路指導
　　を存ラ。ノ
　上記の『進路指導』を円滑に機能させるために『付則』の『2．原級留置になった者の転出時
の扱い』では，
（2／fUcク諺ぎぱノ2ノ〆こ変，之るo
（3ノ艦〆ごよク乾≒遂碍殊r評蒙ぎを．髪更乙ノをことを賑ヲする。
　これらの内規が何を意味しているかと言えば，Lに述べられたごとく『1年次で高校教育
にたえないと判断される者は進路指導を行う』という，実質的な退学指導であった。
　また（2）のように，欠席時間数を超えた時点で退学指導を行うために，ある教科が欠席時
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間数を超えた時点で，ロッカー内の私物などを整理させ，即時に下校の指導を行い，数日後に
保護者同伴で退学届けを提出させるという苛酷なものであった。
　そのような作業を円滑にするために，学年末まで在籍し，単位修得が出来なかった者に対し
ては，（3）のように評定『1』を『2』に変えることにより，上級学年に進級したという形式
をとり，他校（定時制・通信制・サポート校）への転校を促していた。
　これら一連の手法は，この学校に限ったことではなく，課題集中校では広く行われていた現
実がある。端的に言えば『原級留置』のない学校であった。
　その背景には，年間100件前後の指導案件と，無断外出や早退が1，500件前後にのぼり，正
門当番・校内巡視等，教員側の過重な負担もあった。そのために，退学という実質的な懲戒権
を行使することにより，授業や校内秩序の確立をはかろうとしていた側面も見受けられた。
　しかしながら，そのことにより生徒個々人に対する指導の柔軟性や奥行きに欠け，進級内規
の制度だけが一人歩きするという，硬直的な制度であった。
　しかし，ここに掲げた『学籍異動の変遷』（次頁表1・1，1－2）に見られるように，退学生徒の
確実な減少が数値として証明されている。
　なぜ，このような結果になったかを，明確に指摘することは難しいが，以下の論述の中にそ
のヒントは隠されているのかもしれない。
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2．退学生徒減少のために
　この学校でも，長期低落傾向に対して操手傍観を続けた訳ではなかった。1990年度（平成2
年）に『構想委員会』を立ち上げ，1994年度には既存の専門学科の学科改編，1997年度には
新学科を開設し，2000年度には普通科4クラスを5展開ずることでテコ入れをはかった。
　しかしながら，制度的な改変が，必ずしも教職員の意識の転換につながることはなかった。
　2002年度にこの高校に着任し，諸内規の点検の中で，新教育課程の実施を翌年に控えながら，
『移行期における卒業及び単位認定規則』が作成されておらず，在校生の卒業単位数が減単す
ることへの周知徹底もはかられていなかった。
　そこで，『移行期における卒業及び単位認定規則』の作成に合わせ，『卒業と単位認定の規則』
の全面的な見直しをはかろうと考えた。
　『卒業と単位認定の規則』（2）を担当する教務部との協議の中で，今の内規が，恣意的，現
状追認的に作られていることの問題点に触れ，教育環境を取り巻く社会的厳しい視線に耐える
ことが出来ない内規であると説明し，新しい観点からの新内規を提案した。
　先ず『第1条　総則』とし，この内規が学則に基づくものと定義した。r第2条　履修』と
し，履修条件を明記した。『第3条　評定』では，履修条件を満たした者のみが評定をうける
ものとし，『第4条修得』では評定により単位修得の認定をし，進級や卒業の根拠を明示し
た。
　『第5条進級及び卒業の条件』’『第6条卒業の認定』『第7条規則の改定』『付記』と
続き，新しい『卒業及び単位認定規則（案）』ができあがった。
一117一
　ただし，この『卒業及び単位認定規則（案）』を現状の生徒実態の中で，どのように運用する
かが最も大切な所であった。
　この内規の主観点は『第2条　履修』と『第3条　評定』の関係にあった。
　第2条における履修条件を満たした者は，評定『1』を極力避けること。
　生徒の側の授業態度，レポートの未提出，試験の得点等，様々な観点から評定『1』とし，
退学を強いていた現実から，学校の教室で授業を受けるという，同じ土俵の上で向き合う生徒
に対する，教育の指導責任も問われなければいけない。
　教員個々の評定は，教科会全体の了承を受け，成績会議で審議する。ただし，評定『1』に
ついては，成績会議の中で，指導責任も含めて報告されなければならないとした。
　当然，教員の側からは評価権の侵害という意見や，現状から見れば生徒の野放図さを助長さ
せるだけであるというような意見が予想された。
　そこで，『改正単位認定規則　Q＆A』により，趣旨の徹底をはかった。
　前回の学習指導要領（1989改定，1994年度実施）で，履修と修得を明確に区分したというこ
とを前提に，文部省の伝達講習等を参考に，『はじめに』として，次のような文章で趣旨の徹底
をはかった。
　履修と賦教揮・禅βの互撰7こ鍵する／」めκ．授業に参勿乙，疫業を受ゲるごとであ
ク，修躍とtt，教揮・鐸βを覆疹すること〆こよク．教禅・揮8の差7禦に脩ら乙で～耀すべき
差i乞裂をノ》プることであるo
　学習拷鞭紐ぱ，覆疹と疹得ぱ擁〆こ厘分乙て一孝えτいるが窮撚でぽ履修乙た稗βぱ
≦会τフ修擢乙．なげ虎ぱ遷級，礫ぱ認めないといラ覆卿修厚の孝え方κ塞づいで運47Lfい
る学戎が≧多い。
　覆卿修浮の孝え方tt，，覆修と修擢を分けると益挺の授業鍛が錫〆こなク．授業の！ワ滑
凌舗ノこ遡をきたすなどのおそ虎があるごと．ぞ6ぞ6覆修さぜている以1修擢するカめ
〆こ£クを、あ〆ノτ李…聲アするのノが三当，禦であク，学｝貿7の鎌と乙τ修ノ享を求めること6当1，撚である
といっズ｝理「圧1…箏であろラ。
　乙か乙あがら．塗徒κぱ教鐸・揮8κついでの誤爵不浮意があク擢るごとから．生挺の
努力や学戎の茸を、尽ぐ乙力砦蓼κ6ノ〃・かカら劣」当謝差7の単泣の修得汐∫講ぎさノ乙ない揚合
6孝えらノzる。このkラな揚合賦覆修の認宏楽岸を蒲た乙ていノzば卒eetiこ必要な炎厚を
滋緩7乙z卜6のと乙て「坂ク扱ラこと6できるo
　／屡修と1修繹を分げで孝えノを揚合，覆fffの認定が二重要な要紫と／6eって一ぐる。1修浮の認定6覆
疹の縦が磁提と／6eっでぐるが覆【修の詔ぎの塞肇鋤洛学授てr薦醗凌どの形てr塞準設
定乙でいる蕩徐が多い。
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覆修講ぎκβ懸のある塗徒への指導と乙で／st，出房拷導を中・〃ご学習への煮欲の鰍や学
翌｛難ξへの指整教淳綴艦挺の実｛卸こ応じゐノ赫が泌要であろラ。ノ
という『はじめに』の文章に続き，
本校での『改正理由』として，
　1ご虎までの触1でぱ，覆修と修擢が卿確κ厘分さlzでいなかった。改諺触1でぱ，まず
この函分を擁〆ごさセしるごと〆こ乙、な。
　現庁羅で鶴覆卿習擢であったが新羅でぽ覆疹と修厚の励のぼかκ．移欄の
修擢秦俘を男確〆こ乙た。ノ
として，改正ポイントを4つ示すことにした。
ポインA1　ノ屡修と修擢の差いを擁危o．不履【1修の揮βぱ，評定を記ス乙ないo
ポインみ2　履修の講ぎ∠読年属135週のラち4分6ク3以」％ク出厨を必要とする。
ホ9インA3　覆疹の染犀を拷必乙力孝賦疹得さぜることを本燃とナるo
ポインA4　翻や礫の条俘とLC釜（の禅βあ覆修すること01揮βで6不覆疹の
　　　　　　とき拭逡級・卒業ぱ不可とする。似7燗
　そして，各ポイント毎の，予測不可能な事例についてのQ＆Aを付記した。このようにして
『卒業および単位認定規則（案）』によって進級卒業に関する理念だけは確立した。しかしなが
ら，この理念に向けて一糸乱れずの校内の体制が維持されるほど職場実態は楽天的なものでは
なかった。
　その理念を具体化するための運用上の工夫が，当然求められる。特にポイント3とポイント
4については以下のような運用上の工夫をした。
　ポイント3に関しては，教科担任の評定は，必ず教科会での検討と承認を経ることと，各学
期の成績会議において評定『1』の場合は評定根拠と，それに至る指導経過の報告を求めるこ
とにした。また，拡大学年会（担任・副担任・教科担任）を設置し，学期末毎に開催し，生徒
の1青報の共有化により，より有機的な生徒指導を求めた。
　また，ポイント4では，欠時数が114を超えるまでの指導内容の確立をはかった。
　組織的対応としては，教科担任⇒クラス担任⇒学年⇒教務部又は生徒指導部⇒管理職と一連
の流れの確認と役割点検，その上で，有機的な問題解決にあたることにした。
　欠席の多い生徒に対する担任指導として，日常指導，教育相談週間，1・2学期末の面談，文
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書連絡後の面談や指導を行うこととし，保護者への連絡（文書）は①学期の114を超えた場合②
年間の117を超えた場合③年間の115を超えた場合とした。
　これらのことは，従来も制度としてはありながら，担任によって日常業務に忙殺されるため
か，形式に流れがちであった。
　また，『単位履修の認定上許容される欠席時間数を超えた者については，その時点で進路指導
を行う。』という項目については全文削除し，担任は①欠席の事由の確認（病気・特別な事由の
場合は別の指導）②本人・保護者と面談のうえ，r退学』『転学』『原級留置』の選択肢を提示す
る。転学・原級留置を希望する場合，担任と学年は③本人・保護者との面談により，欠席の事
由の改善が可能かどうかを確認し，改善の約束をする。④指導の結果を直近の職員会議で報告
する。転学は学期終了時まで出席を継続させる。原級留置は学年末まで出席を継続させる。⑤
ただし，欠席の事由が改善されなければ，退学を勧告する。⑥学年末の成績会議では，修得で
きた科目は修得を認める⑦原級留置の場合には，旧学年・新学年合同で，本人・保護者と面談
を行うという，一連の流れが確定した。
3．退学生徒減少のための共通意識の確立
　民間企業や行政職にみられる，上意下達のトップダウン方式は成果主義の観点から見れば，
一定の評価が与えられている。その対極にあるのが，学校現場なのかもしれない。
　学校という場は，100人の教師がいれば，100通りの教育論が存在する場所であり，百家争
鳴のごとき，自由な意見の交換が可能な教育の場の確保は，大切なものと思われる。
　しかしながら，極めて保守的な側面もあり，例えば，その学校における『有職故実』は，時
として時代の変化に対応できないまま，経験則だけを前面に押し立て，自己充足の中に陥る危
険をはらんでいる。
　退学生徒減少のための『卒業および単位認定規則（案）』は，あくまでも理念の確認であり，
この案が全体に了承されたことと，その理念を血肉化し，職場全体が実行していくこととは別
問題であった。言い換えれば，スタートラインに立っただけのことで，競技はまだ始まってい
ない。別の言い方をすれば，各学期末の成績会議で評定方法に変化が見えたのか，或いは欠席
生徒に対する指導上の変化が現れたかで判断されるべきであった。
　義務教育でない高校は，毎年，入学試験という外部評価を受ける。退学生徒が多いというこ
とは，中学校での進路指導に深刻な影響を与える。そして不本意入学者の増大にもつながる。
退学生徒の減少は，魅力的な高校作りの根幹でもあった。
　しかしながら，この学校の教員の113が毎年移動希望を提出する現実の中で，学校に対する
帰属意識を，生徒に求める前に，教員に求めるべきであった。
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　次の言葉は，職場で教師集団と向き合うとき，時々つぶやいた言葉であった。
　『有職故実』『すりこみ』『面従腹背』
　しかしながら，この学校の教師集団の素晴らしさは，『学籍異動の変遷』に見られるごとく，
退学生徒を急激に減少させていったことであった。
　『卒業および単位認定規則（案）』の定義は，イコール教員の意識変化であり，それは同時に
学校の組織の活性化を意味するものであった。
　その定着は，具体的な事例を通してはかられていった。
　その具体的な事例を『事例』として会話形式で再現してみよう。
　（事例1）着任2年目の若い教員。土日に部活動指導も熱心に行う。担任1年目。
　　　　　　9月の朝の職員打ち合わせの前。職員室内で。
担任：生徒が退学したいということなので，印鑑の押印をお願いします。
私　：もう少し指導を継続して，退学の意思を変えることはできないか。
担任：欠席も多く，本人もやる気が無さそうです。
私　：個々の生徒を3年間というスパンの中で考えていくことが重要で，退学したいという気
　　　分のときもあるが，もう少し説得を。
担任：もう退学届けを受け取ってしまいました。
私　：どのような立場と権限で受け取ったのですか。その生徒の今後はどうなるのですか。
　　　退学などの場合は，組織としてもう少し慎重な対応をすべきだ。
担任：学年会では了承されました。
私　：私は了承しないよ。この学校は，このような生徒を排除しよう排除しようとしているの
　　　だよ。君もそのような考え方の『すりこみ』を受けている。そんな考え方は捨てなさい。
　　　（職員室内は，2人の会話に耳をそばだてている。）
　（事例2）中堅教員。土日に部活動も熱心に行う。2年生担任。クラス内の生徒が10月末の
　　　　　　段階である教科の欠時数が1／4に近づき，生徒・保護者・担任・管理職の同席の
　　　　　　もと校長室で指導が行われた。母子家庭。
保護者：ご迷惑をおかけして，申し訳ありません。
?????：高校辞めたらどうするの。
：まだ特に考えていません。
：君，自分の将来のことを，今，冷静に想像してみなさい。高校を中退し実社会
に出ても，よほどの実力がない限り，社会に受け入れられることはないよ。
君のような立場の子が常に言う言葉で，定時制か通信制に行きますと。その場しのぎ
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　　　　の逃げの言葉なんですよ。定時制とか通信制に行ったとしても，今の2倍も3倍もの
　　　　努力が必要になりますよ。それならば今の高校で頑張ることだね。
生徒　：無言
私　　：今日はお母さんが，仕事を休んで来てくれているけれど，君が心配だからだよ。
　　　　本当の親孝行とはね，君自身が幸せになることなんだよ。
　　　　明日から，学校に来るんだよ。
　　　　絶対に遅刻も欠席もしてはいけない。40度の熱が出ても，はいずってでも学校に来な
　　　　さい。
生徒　：（小さな声で）はい。　　　（母親は泣いている。）
　　　　　一その後2ヶ月以上，この生徒は無遅刻無欠席で登校して来ていた。1月になり
　　　　　　　朝から2時間続きの欠時数の多い当該科目に，2時間欠席し，欠時数が基準の
　　　　　　　114を超えた。担任は3時間目に登校した生徒に，ロッカー内の荷物を整理さ
　　　　　　　せ，下校を指示した。
　　　　　一その日，校長室で。同席は担任・学年主任・管理職。
私：あなたは，どのような指導をしたのですか。
担任　：欠時数が114を超えたので内規の規定どおり指導しました。
私：ロッカーの荷物も整理させて下校させたことも事実ですか。
担任　：クラス内の生徒も知っているんですよ。あと2時間で欠時数がオーバーになる
　　　　ってことを。そんな生徒が授業を受ければ，クラス内の生徒が不公平だ不公平だ
　　　　と言いますよ。
私：あなたは，他の生徒にそんなことを言わせるようなクラス経営をしているのか。
　　　　だいいち，本人の欠時数が何時間というのは，個人情報ではないのか。そのようなこ
　　　　とをクラスの他の生徒に知らせ，クラスの生徒の目の前でロッカーを整理させるなど
　　　　ということは，その生徒に対する担任の個人的な懲罰行為だろう。
担任　：私はそうは思っていません。
私　　：あなたは，この学校の生徒や保護者を馬鹿にしているのか。
担任　：そんなことはありません。
私　　：自分が何をしたのか理解しているのかね。理解していないならば，あなたを，生徒と
　　　　保護者の名のもとに告発する。
　　　　　一数日後当該生徒来校。校長室で。
私　　：君はこの2ヶ月以上にわたり，遅刻も欠席もせず登校して来た。君は前の君と確実に
　　　　変わった。そこのところを評価したいんだ。明日から登校してこないか。
　　　　私が全部の責任を持つから。
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??????ありがとうこざいます。でも僕は辞めることにしました。
そうか，何の力にもなれなかったな。今後も何かあればいつでも相談に乗るから。
ありがとうございます。
　　（事例3）2年学年主任との話
主任：先日，朝の打ち合わせの中で，「1月や2月になると，欠時数が基準の1／4を超え
　　　てしまいそうな，生徒も出てくる可能性があるので，十分目配りをした指導をお願
　　　いします」，と言ったあとに，「114を超えたときから指導が始まる」と言ってました
　　　が，1／4を超えても進級が可能だということですか。
私：そのとおりです。
主任：我々は，内規を基準にして指導をしているのですよ。そのようなことをすれば学校全体
　　　が大混乱ですよ。生徒の間でも不公平だという意見が沸き起こりますよ。
私　：前にも他の担任からそのような意見を聞きましたよ。でも先生，今の先生たちの生徒た
　　　ちに対する欠時数の指導は，1／4まであと何時間という指導ですよね。生徒たちは自分
　　　自身に甘く甘く接していますから，あたかもあと何時間までなら休めると，都合よく解
　　　釈する。そして首の皮一枚のところで進級したり退学していく。進級内規は114まで休
　　　めることを保証する制度ではないのですよ。本来，年間を通して1時間たりとも遅刻や
　　　欠席をさせないというのが正しい指導のはずです。
　　　ただ，本校の現状から考えて，劇的な変化を望めないとすれば，現状にあった指導を模
　　　索しなければならないと思いますよ。
　　　本校の生徒，いや高校生一般の傾向として，想像力の欠如が見受けられます。先生方の
　　　きめ細かい指導にもうわのそらで，進級不能と決まった瞬間に，厳しい現実に気づくの
　　　ですよ。
　　　その厳しい現実に気づいた瞬間，初めて指導の実効性が保証されるはずです。
　　　担任が，その生徒に対して，今後遅刻も欠席もせず，授業に集中し，与えられた課題な
　　　どを提出すれば，進級に向けて最大限努力してあげる。そう言ってあげれば生徒は変わ
　　　りますよ。
　　　それこそが，指導の幅と奥行きになるのではないですか。内規の順守も指導ですが，内
　　　規を超えたところにも指導はあるはずです。
　　　もちろん，そのような対応のときには学年全体の意思一致が必要です。
主任：もし，その生徒が3年生に進級して，再びだらしない学校生活を送り出したらどうする
　　　のですか。
私　：1度チャンスは与えたのですから，学校を辞めてもらったらどうですか。
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主任：そんなことはできませんよ。正当な理由がないじゃないですカ｝。それで卒業ですか。
私　　そうなればそうなったで仕方ないことですよ。卒業式のときに『あいつ，うまく逃げ切
　　　ったな』と，苦笑いで終わりですよ。
　　（事例4）事例1の担任と学年主任　2月　校長室　欠時数超過の退学生徒の件
主任：担任も学年も色々手を尽くして指導はしたのですがね。（色々説明あり）
私　：（担任に向けて）生徒は可愛いかい。
担任：はい。
私　’文化祭のときもクラス全体で，夜遅くまで準備していたね。生徒もあなたも生き生きし
　　　ていたね。
担任．はい。
私　．生徒指導はとても大変だけれども，学校行事などを生徒とともに過ごすと，それと同等
　　　以上の楽しみや喜びがあるでしょう。生徒も見えてくるからね。
　　　指導とはね，説得なんだよ。繰り返し繰り返しの説得なんだよ。そして，その度に裏切
　　　られる。裏切られるたびに，また説得する。裏切られ続けながら，それに3年間耐え続
　　　けながら説得する。それが担任の役目だよ。
担任：（突然，大粒の涙を流す。）
　　（事例5）成績会議　評定について
私　　（成績会議で，各学年・各クラスの生徒に対する評定資料を見ながら）
　　　国語の，○○クラスの生徒の113程が評定『1』ですが，どのようなことですか。
教科’（評定『1』の生徒の個々の説明を始める）
私　：待ってください。その前に教科会でこの評定に対する検討をしましたか。
教科．していません。
私　　ということは，教科担任個人が判断した評定を，成績会議に持ち込んだということです
　　　ね。例えば，評定に不服の生徒や保護者が抗議した場合，誰が対応するのですか。組織
　　　的手順をふむことは，常々私が言い続けていることでしょう。この職場では，この時期
　　　になると教科担任と生徒の評定に対するトラブルが多い。もちろん生徒の側にも問題は
　　　あるが，しっかりと，教科担任⇒教科会⇒拡大学年会議⇒成績会議の手順を踏まなけれ
　　　ば，学校として評定に対する責任は取れません。
　　　もうひとつは，この○○クラスが問題の多いクラスだとしても，先生の評定は傍観者の
　　　評定だ。このクラスを，例えば8人の教科担任が担当しているならば，1／8自覚と責任
　　　を持ち，そのクラスの担任を支えるべきだ。
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教科：いずれにしろ，追認試験でフォローするつもりです。
私　．追認試験は制度ではありませんよ。特例事項ですよ。この成績会議資料の中にも膨大な
　　　数の評定『1』の生徒がいますが，かなりの生徒が進級不能になるという，覚悟のうえ
　　　の『1』ですか。追認試験の本来の趣旨は，進級不能にもかかわらず，様々な事由があ
　　　ると，この成績会議で認められた生徒のみに受験資格が与えられるものですよ。評定
　　　『1』の全員に追認試験が認められるとすれば，生徒は追認試験は当然の権利と誤解す
　　　るはずです。それは教科担任と生徒の馴れ合いじゃないですか。年間の授業が勝負でし
　　　ょう。生徒にそのような自覚を与えてもらわなければ困ります。
　　（事例6）成績会議
私　：この3年生の理科の7クラスは何人で教えていますか。
教科：3人です。
私　：クラスによって評定がバラバラですね。あるクラスは評定『1』と『2』の生徒がいな
　　　い。あるクラスは『1』と『2』ばかり。
　　　評定について，同一学年の教科担当者間で調整しましたか。
教科：していません。
私：単元や進度の調整は。
教科：していません。
私　：この評定は教科会にはかりましたか。
教科：していません。
?
．同一学年の同一教科を教える場合，少なくとも同一単元を教え，進度についても相互に
連絡を取り合いながら調整すべきでしょう。また，試験問題も，より公平性を図る観点
から同一問題にすべきです。
このような評定では，生徒は納得しませんよ。
評定責任に対する自覚が全くないではありませんか。
教員個々人の危機管理などというものは，こういうところから始まりますよ。
（事例7）事例5　事例6を経過し，1年後の成績会議
　定時制で30数年の勤務経験を持つ再任用教員。1年間にわたりこの学校で勤務したが，
教科の指導等で生徒と様々なトラブルを起こしていた。学校として生徒の集団や保護者
との対応に追われたが，評定についても，自己の主張を曲げず，大多数の生徒が評定『1』
となった。
担任が謝罪すれば生徒の評定を『2』にすると言ったり，生徒本人が謝罪に来れば『3』
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にする等の言動で，私の説得にも応じることはなかった。
その教員の評定の妥当性を審議するためだけの臨時成績会議が開かれた。
そこで大多数の意見として，評定の信頼性が失われること，教科会等での諸手続きがさ
れていないこと，教科の指導方法に多大の疑念がある等々であった。
校長はこの評定を認めるのかとの質問も出たため，本人に評定一覧を持ち帰ってもらい，
再提出してもらうことで会議を終わった。
後日，『妥当』とおもわれる評定が提出され，成績会議で了承された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　上記の，事例の一つ一つには結論はない。その事例が，教職員個々や，職場全体にどの
ような影響を与えたのかも不明である。しかしながら，この学校での「卒業および単位認
定規則」の全面改訂から出発した一連の流れによって，何かが確実に変化しだし，それが
「学籍異動の変遷」にもあらわれてきているのだと思われる。
4．進路実績の向上
　進路指導の目的が，「生きる力」の育成であり，高校生活の最終出口だとすれば，退学生
徒の減少が校内的にどのような変化をもたらしたかが大切なポイントとなる。
　一般的に高校への評価基準は，どのような進路保障ができたかによって決まってくる傾向が
ある。
　学習意欲の向上と，卒業後の進路実現への意欲は，本来表裏一体のものでありそれが両輪と
して機能すれば，学校全体の活力は確実に増していくはずである。
　進級が危ぶまれた生徒の大半は，地道な努力や目的意識の持続は苦手であり，ややもすれば
一揆主義的なエネルギーによって自己実現を図ろうとする。体育祭や文化祭はその象徴的な活
動の場であり，それが学習意欲となかなか結びついていかない。
　それは，自分たちが学校組織から排除されようとしている集団であるとの潜在的意識が根強
くあったためと思われる。其の例証が「退学指導」時における当該生徒たちの従順さに現れて
いる。退学に至る経緯について，本人たちは学習意欲に乏しく，遅刻・欠席が多く，学校側の
指導に反抗的であったためと思い，反省をする。しかしながら，事例にも示したごとく，多く
の場合は意欲をそがれ，卒業後の進路を思い描く前に，可能性の芽を摘み取られたと言ったほ
うが正確であろう。
　退学生徒の増大は，1年次の後半から2年次にかけてであり，この時期をしのぐと，3年次
に退学生徒が急減するのはどこの学校も同じである。卒業と進路選択が見えてくるためである。
　だからこそ，「学籍異動の変遷」における退学生徒の減少と，卒業後の進路実現へ向けての意
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欲の向上は同じ方向性を目指すものであった。教師集団がそのことを理解したとき，生徒指導
と進路指導は一体化し，有機的な関係と情報交換がはかられていった。
　学校経営上の大きな柱であった退学・怠学生徒に対する有機的な指導方法としての，教科担
任⇒ルーム担任⇒各学年⇒管理職の流れの確認と役割点検，及び，進路指導についての方法論
の確立と，担任⇒学年⇒学年⇒進路指導部の流れの再検討の中で，進路先に対する，「学校紹介」
「学校推薦」「指定校推薦」に関して，学校責任の明確化と，生徒個々人の自覚の深化の徹底が
はかられた。また就職実績のある企業との恒常的な信頼関係の確立や新規開拓，進学のために
は指定校等の数的・量的な拡大の方向性が確認された。
　次の表は「過去10年間の卒業生進路別割合」である。
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騰
　進路状況については，タイムラグがあるが，退学生徒の減少が，進路実績をさらに押し上げ
ていくことは，予測できることと思われる。
　本稿は，ある公立高校の実践記録であり，今後も更なる学校組織の充実と生徒の生きる意欲
の伸張を願い，この稿を閉じたいと思う。
　なお，図表等については現川崎市立商業高等学校長小酒井英一氏の作成によるものである。
　〔参考資料1〕卒業と単位認定の規則
進級・卒業
1．1年次は全科目を履修し，修得しなければ進級できない。（1年次で高校教育にたえないと判断される
　　者は進路指導を行う）
2．3年間に全科目を履修し，修得単位数の合計が80単位以上の者は卒業を認定出来る。（H5．7．6）
履修・修得
1．進級・卒業の認定上許容される欠席日数（H．4．5．20）
（1）原則として，出席すべき日数の1／4を限度とする。
（2）事情により1／3まで認めることが出来る。（事情とは，欠席の主な理由が病気などやむを得ないと
　　　認められる場合をさす。）
2．単位履修の認定上許容される欠席時間数（H．4，5．20）
（1）原則として，出席すべき時間数（1単位35時間）の1／4を限度とする。
（2）事情により1／3まで認めることが出来る。（事情とは，欠席の主な理由が病気などやむを得ないと
　　　認められる場合をさす。）
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（3）授業開始のチャイムがなってから10分以上遅れて出席した場合には，欠席扱いとする。欠席扱いで
　　　も生徒が授業を受けるように配慮する。
（4）10分未満の遅刻及び早退は3回を欠席1回と換算する。ただし端数はその学期ごとに切り捨てる。
3．　単位履修の認定上許容される欠席時間数を超えた者の取扱い（S．58．12．7）
（1）『単位履修の認定上許容される欠席時間数を超えた者については，その時点で進路指導を行う。』
（2）1・2学期末は中間評価を行う。評価の資料を欠く場合は「無評価』もやむを得ない
（3）学年末
　　　①成績会議に提出する資料（成績概要）と成績伝票には評価を（）付きで記入する。
　　　②成績一覧表は，当該科目の欄を空白にしておき，成績会議後に記入する。
　　　③成績会議で欠席時間数の補充が認められなかった科目の評定は「履修不認定」とする。修得単位
　　　　数は0とする。
4．　保護者への連絡
（1）欠席日数・時間数が下記に達したときは，その状況を保護者に所定文書様式で連絡する。
　　　①1学期に出席すべき日数・時間数の1／4（文書様式1）
　　　②年間に出席すべき日数・時間数の1／7（文書様式ll）
　　　③年間に出席すべき日tw　・時間数の1／5（文書様式H）
（2）文書の写しを教務に提出する。
付則
1．成績不良者の学期末の補充と学年末の追認
　　（1）学期末の補充
　　　　　①補習授業・課題等により1学期は9月末まで，2学期は1月末まで補充を行う。
　　　　　②補充授業を行う場合には，教務が日程を調整する。
　　（2）学年末の追認
　　　　　①学年末追認の有資格の判定は，補充の状況により各教科が責任を持って行う。
　　　　　②複数教科にわたる場合にも追認を行い，第2次成績会議で認定する。
　　　　　③進級できない者であっても，残りの科目について資格のある者は追認を受けることが出来る。
　　　　　　（H．8．3．16）
2．原級留置になった者の転出時の扱い
　　（1）「履修不認定」の科目を「1」とし，成績証明書等には欄外に欠時数を記入する。
　　（2）「1」の評定は「2」に変える。
　　（3）内規により転学時に評定を変更したことを明記する。（H．5．4．21）
3．休学及び復学に関する取り扱い
　　学則　第5章23条　を参照。
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4．留学に関する取り扱い
　　（1）生徒の留学に関する事項は職員会議を経て，校長が決定する。
　　（2）留学許可
　　　　　①原則として留学希望先の高等学校は後期中等教育機関とし，期間は1年とする。
　　　　　②原則として留学希望生徒の学習成績・生活状況健康状態が良好で単位不認定の教科がない
　　　　　　こと。
　　　　　③留学の目的・意思が明確で，保護者の同意を得ていること。
　　（3）留学手続き
　　　　　①留学希望の生徒は，留学願いに必要書類を添えて願い出ること。
　　　　　②原則として留学予定の3箇月前とする。
　　　　　③必要な審査手続きを経て，適格と認めた場合に許可証を交付する。
　　（4）審査委員会
　　　　　①教頭・学年主任・ルーム担任・教務主任・教務部・生徒部によって構成する。
　　　　　②留学願いが提出されたら直ちに，留学希望先高等学校と連絡を取り概要を把握する。
　　（5）復学手続き
　　　　　①留学が終了して復学のときは，復学願いに必要書類を添えて願い出る。
　　　　　②復学の該当学年は，審査委員会で審査し，成績会議で報告する。
　　　　　③外国の高等学校において1学年以上履修した場合は，本校における履修とみなし，単位を修
　　　　　　得したと認定する。
　〔参考資料2〕2002　卒業および単位認定規則（案）
第1条　総則
　　本規則は学則第4章13条，14条，15条の規定に基づき，進級，卒業の認定について定めるものであ
　　る。
第2条　履修
　　1．生徒は本校教育課程に定める教科・科目を履修しなければならない。
　　2．各教科・科目とも年間35週以上の授業を実施するものとし，その4分の3以上の出席を以て履修
　　　と認める。
　　　　計算上は4分の1の欠席を基準とする。
1単位 2単位 3単位 4単位
（115≦）X≦114 9（7） 18（14） 27（22） 36（29）
3．欠課時数が4分の1以上のものについては成績会議で事情を審議したうえで，補講またはレポート
　等の提出によって補充を与え，これを授業時間数として算入することもある。　ただし，原則とし
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　　　欠課時数は3分の1を限度とする。
第3条　評定
　　1．評定の方法は，各教科・科目の目標に照らし，特に高い程度に達成しているものを5とし，高い程
　　　度に達しているものを4とし，おおむね達成しているものを3とし，達成が不十分なものを2とし，
　　　達成が著しく不十分なものを1とする。
　　2．学年末の成績評定は，1年間の総合成績とする。
第4条　修得
　　1．評定2以上を得た教科・科目について，職員会議の議決を経て学校長が単位修得の認定を行う。評
　　　定1の場合は『修得単位数』欄に0と記入する。
　　2．評定1が4科目以上ある者は，原則として原級留置とする。
　　3．評定1の科目が3科目以内の者で，3月末を限度として定められた追試期間内の指導により，単位
　　　が追認される見込みがある者については原級留置を保留し，別に定める規定に従って処理する。
　　　a追認試験の通知を受けたものは受験することを原則とする。受験者は受験票の提出を持ってそ
　　　　の意思を表すものとする。
　　　b停学または処分保留の生徒に対する追認試験は必ず受験させることを本体とする。
　　　c正当な理由で追認試験を受けることのできなかったものに対しては，再試験を行うことができる。
　　　d単位修得の追認は追認試験の結果と学年成績により行う。
第5条　進級および卒業の条件
　　1．出席しなければならない日数の4分の3以上の出席を要す。4分の3未満の場合は職員会議で事情
　　　を審議するものとする。
　　　　『授業日数』は生徒の出席すべき年間の総日数とし，個々の生徒については授業日数から出席停
　　　　止，忌引等の日数を差し引いたものを『出席しなければならない日数』とする。
　　2．1年生は，全科目を修得するものとする。
　　　2年生は，不合格単位数が4単位以内でかつ不合格科目数が2科目以内の者。
　　　3年生は，履修単位数の合計が80単位以上のもの。
　　3．この条項の修得方法は，第4条の3のa以下を適用する。
　　4．転入学者等については，別に定めるものとする。
第6条　卒業の認定
　　　　生徒が本校所定の教科・科目を修得し，特別活動の成果が満足できると卒業認定会議で認められた
　　　　場合，学校長は高等学校の全課程の修了を認定し，卒業とする。
第7条　規則の改定
　　1．本規則の改定はすべて職員会議の議決を経て学校長が裁定を与える。
　　2．本規則は2002年4月1日より適用する。（学年進行）
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付記
　　1．本条項に関する細則は別に定める。
卒業および単位認定規則細則
　（1）移行期における卒業及び単位認定規則
　　　普通科
　　　　第3学年（平成12年度入学）　79単位をもって卒業とする
　　　　第2学年（平成13年度入学）　78単位をもって卒業とする
　　　　第1学年（平成14年度入学）　77単位をもって卒業とする
　　　生活科学科
　　　　第3学年（平成12年度入学）　80単位をもって卒業とする
　　　　第2学年（平成13年度入学）　79単位をもって卒業とする
　　　　第1学年（平成14年度入学）　78単位をもって卒業とする
　（2）その他の諸要件は，現行規定を準用する
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